
緒　　　言

　イチゴは草丈が低く，収穫や整枝，摘花など栽培管理
の際に腰を屈めた姿勢を強いられる．この労働負荷の軽
減を主目的として，各地で高設栽培システムの開発と普
及が進められている4,5,6)．著者らは香川県下の関係機関
と共同で低コストのイチゴ養液栽培システムを開発し，
「香川型イチゴピート栽培システム“らくちん”」と命名
した8,9)．新たに開発した日射比例式の給液制御機能を有
する複合環境制御装置（らくちんコントローラー）には，
タイマーによる給液制御の結果得られた吸水量のデータ
をもとに作成した制御式を利用した．ただし，植物の葉
からの蒸散量は日射量ばかりでなく，湿度や風速によっ
ても大きく変動する．また，長期にわたる栽培期間中に
はイチゴの葉面積とともにハウス内の環境要因も大きく
変動するため，イチゴの日射量当たりの吸水量は季節的
に大きな変化を示す．したがって，適正な給液量を維持
するためには，生育時期に応じて日射比例給液制御式を
イチゴの生育に合わせて適宜変更する必要がある10)．
　初期の複合環境制御装置のプログラムは，給液の回数
と時刻を24時間タイマーで設定し，１回当たりの給液量
を前回の給液以降の積算日射量に応じて変化させるもの
であった10)．1996年に導入された24戸の農家では初期の
プログラムで３月まで十分に対応できたが，４月以降は

多くの農家で給液不足が生じ，生育の停滞が見られた．
この年の給液不足の最大の原因は，給・排液量の監視が
不十分でコントローラの設定変更が遅れがちになり，日
射量，葉面積の急激な増加やハウスの開放に伴う風速の
増加などの要因による水分要求量の変化に十分対応でき
なかったことにある．しかし，初期の方式では，５月の
晴天日には１回の給液量が株当たり最大100 ﾊ（800 ﾊ/
バッグ）に達するため，供給した培養液のかなりの部分
が培地に吸収されずに流出してしまうことも一因であろ
うと推察された．培養液の吸収効率を高め，より安定的
な日射比例給液制御を行うため，根本的なプログラムの
見直しを行い，１回当たりの給液量を一定値に設定し，
積算日射量が一定値（初期値，500Wh/㎡）に達した段
階で給液するプログラムに変更した．現行のプログラム
では，日射量に応じて給液間隔（１日当たりの給液回数）
が変化することになる．季節的な吸水量の変化に対して
は，排液率の変化に応じて１回当たりの給液量または給
液の基準となる積算日射量の設定値を変更する形で対応
されている．
　また，現在‘らくちん’栽培に用いられているピート
バッグは，85㎝×30㎝のシルバーポリエチレン製の袋に
培地18Ｌを充填したものであり，これにイチゴを８株ず
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つ定植して栽培が行われている．一般に土耕栽培では，
耕土が深く根域が広いほど作物の生育が優れるとされて
いるが，後藤ら2,3)は極端に根域が制限された条件下にお
いても給液頻度が高ければ，作物の生長は抑制されない
ことを示した．ピートバッグの１株当たり培地量は2.25
Ｌであるが，この培地量を削減することが可能であれば，
培地更新のコストを削減することができる．
　そこで，日射比例給液制御方法の違いと株当たりの培
地量がイチゴの生育，収量並びに養水分吸収量の変動に
及ぼす影響ついて調査した．

材料および方法

根域容量（実験１，２共通）
　ピートモス単用培地（苦土石灰７ℊ/Ｌ混和）18Ｌを詰
めたピートバッグ（80㎝×25㎝，住化農業資材）を対照
（2.25Ｌ区）として，市販のボウル型園芸プランター（外
径36㎝，内径31㎝，容量6.9Ｌ）に培地６Ｌを入れたも
の（1.5Ｌ区），同様のプランターの底面に７号ポリポッ
ト用鉢受け皿を逆転させて設置し，培地４Ｌを入れたも
の（1.0Ｌ区）及び底面に排水穴を開けた外径25㎝，内
径21㎝，深さ８㎝のポリ容器に培地2.4Ｌを入れたもの
（0.6Ｌ区）の合計４処理区（処理区の名称は株当たりの
培地量）を設けた．培地はすべてピートバッグと同じも
のを使用し，ピートバッグには８株（株間20㎝，２条），
その他の処理区には４株ずつ定植し，給液用ポットドリ
ッパー（住化農業資材，流量２Ｌ/ｈ)を４株に１つずつ
設置した．栽植密度を同一とするため，それぞれのプラ
ンターは中心から中心までの距離が40㎝となるように
設置した．
実験１. 培地量と給液制御方法の影響（供試品種；女峰）
給液制御方法
　これまでの実験結果から，日射比例給液に用いる基本
制御式として
　　ｙ＝20＋30・ｘ……………………⑴
　　ｙ：日給液量（ﾊ/株/日)
　　ｘ：日積算日射量（ﾂh/㎡/日）
を用い，日射比例給液制御方法の異なる以下の３処理区
を設けた．いずれの処理区も給排液量を週３～４回測定
して排液率（排液量/給液量）を算出し，2.25Ｌ区の排液
率20ｵを目標に下記のとおり毎月１～２回日射比例制御
用設定値を変更して給液量を調整した．
ⅰ) 給液回数固定区（４回区）：給液を１日４回（６：

00，10：00，13：00，16：00）に固定し，１回の
給液量（ｙ：ﾊ/株）を前回の給液からの積算日射
量（ｘ：ﾂh/㎡）に基づいて⑴式によって変動さ
せた．排液率の変動に合わせて係数（0.7～２）を
乗じて給液量を調整した．

ⅱ) 給液日射量固定区（500Ｗ区：現行の‘らくちんコ
ントローラー’用プログラムと同一設定）：基準日

射量（前回の給液からの積算値：５秒ごとの測定
値を１分間の平均値とし，10分ごとに積算）が
500Wh/㎡に達した時点で給液し，排液率の変動
に合わせて毎回の給液量を13～67 ﾊ/株（1.5～４
分，10秒単位）に調整した．

ⅲ) 給液量固定区（２分区）：毎回の給液量を16.7 ﾊ/
株（２分）に固定し，排液率の変動に合わせて基
準日射量を250～1000Wh/㎡に調整した．

　日積算日射量が1.57 ﾂh/㎡であった1999年12月24日
と4.07 ﾂh/㎡であった2000年５月10日におけるそれぞ
れの給液制御区の給液パターンを図１に示した．
栽培管理
　根域容量４水準と給液制御方法３処理を組み合わせて
合計12処理区を設け，育苗用トレイ（すくすくトレイ，
丸三産業）で挿し苗育苗した‘女峰’を1999年９月20日
に各処理区16株ずつ定植した．大塚Ａ処方１/２濃度液を
標準として，慣行に従って定植後60ｵ，11月１日から80
ｵ，11月15日から100ｵ，２月１日から80ｵ，４月10日か
ら60ｵの濃度で施用した．電照は１時間に10分の間欠電
照として11月10日から２月28日まで行い，11月10日から
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Fig. 1 Seasonal difference in daily solar radiation, fertigation 
frequency and supplied solution amount of each fertiga-
tion on sunny days between mid winter (24 December, 
1999) and early summer (10 May, 2000).
○：fertigation frequency was fixed at 4 times/day with 
varied solution amount (y：ﾊ/plant) based on cumula-：ﾊ/plant) based on cumula-/plant) based on cumula-
tive solar radiation (x：ﾂh/㎡), where y＝a (20＋
30･x), a＝0.7 on 24 Dec. and 2.0 on 10 May, ×：ferti-＝0.7 on 24 Dec. and 2.0 on 10 May, ×：ferti-0.7 on 24 Dec. and 2.0 on 10 May, ×：ferti-：ferti-ferti-
gated every 500 Wh/㎡ of cumulative solar radiation with 
seasonally varied amount of solution, ◇：2 min (16.7 ﾊ
/plant) of fertigation was conducted with seasonally 
varied cumulative solar radiation. Daily amount of sup-
plied solution was almost equal among the treatments 
and fertigation parameters were adjusted weekly to keep 
20ｵ of drainage for peat bags (2.25 L/plant) of each 
treatment.



４月10日まで日中700～1000 ppmの CO2施用を行った．
11月１日に保温を開始し，11月10日から３月末まで最低
夜温８℃に加温した．１芽仕立てとして各果房７果に摘
果した．収量調査は５月末まで週２～３回行い，収量調
査終了後，４回区と500Ｗ区から４株分の根を採取して乾
物重を測定した．また，２分区の株を整理してランナー
を発生させ，８月３日にランナー発生数と総新鮮重を調
査した．
実験２. 給液頻度と培地量の影響（供試品種；章姫，と
ちおとめ，アスカルビー）
給液制御方法
　実験１の給液日射量固定区（基準日射量500Wh/㎡）
を対照として，給液頻度を高めるために基準日射量を
250Wh/㎡とする処理区を設定し，２水準の処理区を設
けた．
栽培管理
　実験１と同様の４水準の培地量と２水準の給液基準日
射量を組み合わせて品種当たり８処理区，計24処理区を
設けた．2000年９月25日に実験１と同様に育苗した‘章
姫’，‘とちおとめ’，‘アスカルビー’の３品種を各処理
区８株ずつ定植した．培養液その他の管理は実験１と同
様とした．ただし，最低夜温は10℃とし，収量調査は４
月末で打ち切った．

結果および考察

葉面積と給液量，吸水量の変化（実験１）
　これまでの報告1,10)と同様に，新生第３葉の葉面積と葉
柄長は大きな季節的変化を示し，日長が短く，日射量，
気温が低下する１，２月に小さくなり，３月下旬以降急
激に大きくなった（データ省略）．しかし，処理区間に大
きな差は認められなかった．
　11月から２月までの低日射期においては，快晴の日で
あっても日積算日射量が２ﾂh/㎡程度にすぎず，500Ｗ
区の給液回数が最大５回程度で，500Ｗ区，２分区とも
に給液頻度は４回区とほぼ同程度で推移した．しかし，
４月以降は葉面積の拡大とハウスの開放による風速の増
大に伴って吸水量が増加した．５月には排液率20ｵを確
保するために，４回区の制御式に乗ずる係数を1.8，500

Ｗ区の給液時間を約４分，２分区の積算日射量を
250Wh/㎡に設定する必要があった．図１に示したよう
に，2000年５月10日には，４回区における13時の給液は
約12分間となり給液量は株当たり130 ﾊに達した．また，
２分区の給液回数は14回となった．
　給液量と排液量から算出した見かけの吸水量と日射量
の関係には処理区間に大きな差が認められず，いずれの
処理区においても既報10)と似かよった傾向を示した（デ
ータ省略）．制御方法による給液頻度の差は３月までは小
さく，４月以降特に大きくなったため，４月１日から５
月31日までの総給液量と回収した総排液量を表１に示し
た．バッグ区の排液率は14～18ｵであり，ほぼ目標どお
りに制御することができたが，その他の処理区ではやや
排液率が高かった．総給液量は２分区が最も少なく，４
回区が最も多くなった．２分区と500Ｗ区では10分ごと
に積算日射量の判定を行い，給液開始ごとに積算値をリ
セットした．判定時点で基準値を上回った値は給液量に
は反映されずに消去されるため，給液回数が多いほど，
１日当たりの積算日射量のうちで給液に寄与しない割合
が高くなることが影響したものと考えられる．
　最も給液頻度が高かった２分区（晴天日最大19回/日，
５月27日）では，培地量が少なくなるに従って排液率が
高くなる傾向にあったが，４回区，500Ｗ区では1.5Ｌ区
が最も排液率が高かった．500Ｗ-1.0Ｌ区で排液量が少
なくなった原因については不明であるが，1.0Ｌ区ではプ
ランター底面に排水の妨げとなる受け皿を設置したこ
と，0.6Ｌ区では本来植物栽培用でない容器に排水穴を開
けて使用したことによって，排水性が1.5Ｌ区と比較して
劣っていたのかもしれない．そのため，１回当たりの給
液量が多かった２つの処理区では1.5Ｌ区よりプランタ
ー内に水分が保持されやすくなり，排液が少なくなった
可能性があると考えられる．
果実収量（実験１，２）
　実験１における‘女峰’の収量構成については表２に
示した．５月末までの総収量はバッグ区が他の３処理区
と比較して11～16ｵ高かったが，1.5Ｌと0.6Ｌ区の差は
５ｵ程度で培地量による収量の差はわずかであった．ま
た，12-３月の比較的日射量の少ない時期にもバッグ区が
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Table 1 Total amount of supplied solution, drainage and the rate of drainage as affected by the fertigation method and medium 
volume (1 April - 31 May, 2000, Experiment 1).

MethodsZ Total supply
(Ｌ/plant, A)

Total drainage(Ｌ/plant, B) Rate of dranage (ｵ, B/A)

2.25Ｌ 1.5Ｌ 1.0Ｌ 0.6Ｌ Mean 2.25Ｌ 1.5Ｌ 1.0Ｌ 0.6Ｌ Mean

４times 13.86 2.54　 4.19 3.40 3.04 3.29 18.3 30.2 24.5 21.9 23.7
500Ｗ 13.52 1.90　 3.70 1.69 2.04 2.33 14.1 27.3 12.5 15.1 17.2
２min 12.10 1.89　 2.61 3.03 3.11 2.65 15.6 21.6 25.0 25.7 21.9
Mean ― 2.11　 3.49 2.70 2.73 ― 16.0 26.3 20.6 20.8 ―
ZSee Figure 1 for details of fertigation methods.



やや多かったものの培地量による有意な差は認められ
ず，４-５月の日射量の多い時期においてのみ収量に有意
な差が認められた．培地量の違いによって多少のバラツ
キはあったものの，給液方法による有意な差は認められ
なかった．収穫果数については処理区間に差が認められ
ず，平均果実重に総収量と同様の差が認められたことか
ら，‘女峰’における収量の差は個々の果実肥大の違いに
起因すると考えられた．

　実験２における３品種の収量構成については表３に示
した．品種間で比較すると，‘章姫’は‘とちおとめ’，
‘アスカルビー’と比較して平均果実重が大きく，収量
が多かった．給液頻度に影響する基準日射量250Wh/㎡
と500Wh/㎡の間で収量にはほとんど差は認められなか
ったが，平均果実重は250Ｗ区が有意に大きかった．特
に４月はその差が大きく，培地量と給液基準日射量との
間に極めて有意性の高い交互作用（P＜ 0.0001）が認め
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Table 3 Yield components of strawberry cultivars as affected by medium volume and the fertigation frequency (values of cumula-
tive solar radiation for triggering fertigation).

Treatment
Yield (g/plant) No. of fruits (/plant) Mean fruit weight (g)

Dec-Mar Apr-May Total Dec-Mar Apr-May Total Dec-Mar Apr-May Total

Medium volume (L/plant)

2.25 513.4 143.0 656.4 21.7 10.0 32.1 23.2 14.3 20.4
1.5 491.0 126.1 617.1 20.9  8.8 29.6 23.5 14.4 20.8
1.0 487.4 134.6 622.0 21.8  8.8 30.6 22.4 15.3 20.3
0.6 449.6 117.6 567.5 20.5  7.8 29.0 21.5 14.9 19.6
Cumulative solar radiation （Wh/㎡)
250 485.7 130.8 616.5 21.3  8.6 29.9 22.8 15.2 20.6
500 485.0 130.1 615.1 21.6  9.1 30.7 22.4 14.3 20.0
Cultivar
Asukarubi 437.9 122.7 560.6 20.3  8.0 28.3 21.6 15.5 19.8
Akihime 560.1 134.2 694.3 21.9  9.1 30.9 25.6 14.8 22.4
Tochiotome 458.0 134.4 592.3 22.2  9.5 31.8 20.7 13.9 18.6
Significance
Volume (Ｖ) ＊＊ ＊＊ ＊＊ NS ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Radiation (Ｌ) NS NS NS NS ＊ NS ＊ ＊＊ ＊＊

Cultivar (Ｃ) ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Ｖ×Ｌ NS ＊＊ NS NS NS NS ＊ ＊＊ ＊

Ｖ×Ｃ ＊ NS ＊＊ NS ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Ｌ×Ｃ NS NS NS NS NS NS NS NS NS

NS，＊，＊＊：non-significant, significant at 5ｵ and 1ｵ levels, respectively (3-way ANOVA)

Table 2 Yield components of ʻNyohoʼ strawberry as affected by the fertigation method and medium volume.

Treatment
Yield (g/plant) No. of fruits (/plant) Mean fruit weight (g)

Dec-Mar Apr-May Total Dec-Mar Apr-May Total Dec-Mar Apr-May Total

Medium volume (L/plant)
2.25 307.5 283.3 590.8 15.6 17.5 33.2 19.7 16.2 17.8
1.5 297.2 228.0 525.2 16.9 16.3 33.2 17.5 14.0 15.8
1.0 275.2 235.9 511.0 15.4 17.3 32.7 17.9 13.6 15.6
0.6 275.6 219.0 494.6 15.8 18.3 34.1 17.5 12.1 14.7
Fertigation method
４times 274.8 234.3 509.0 15.4 17.0 32.3 17.9 13.8 15.7
500Ｗ 304.4 246.1 550.5 16.8 18.0 34.7 18.2 13.9 16.0
２min 287.5 244.2 531.6 15.7 17.2 32.9 18.3 14.2 16.2
significance
Volume NS ＊＊ ＊＊ ＊ NS NS NS ＊ ＊

Method NS NS NS ＊ NS NS NS NS NS

NS，＊，＊＊：non-significant, significant at 5ｵ and 1ｵ levels, respectively (2-way ANOVA)



られたことから，草勢が強く培地量が少ない場合には，
強日射期の給液頻度が低いと果実肥大が抑制される可能
性が高いと考えられる．収量は，実験１の‘女峰’と同
様に培地量が少ないほど低くなる傾向にあり，ピートバ
ッグに定植した2.25Ｌ区がもっとも多く，0.6Ｌ区がもっ
とも少なかった．平均果実重にも同様の傾向が認められ
た．
根の成長とランナー発生（実験１）
　点滴給液用のドリッパーを４株に１つ設置した場合に
は，ドリッパーの直下に密な根群が発達し，株毎に分離
することが不可能なため，４株分の根をまとめて乾燥さ
せた．４回区と500Ｗ区の平均値を株当たりの乾物重と
して図２に示した．根の乾物重はピートバッグの2.25Ｌ
区が株当たり9.9ℊであったのに対して，プランターに定
植した1.5Ｌ区と0.6Ｌ区はそれぞれ5.1ℊ，3.0ℊと著し
く根量が少なかった．一般的には，根域の拡大に伴う植
物の根や地上部成長量の増大は漸減し2)，その関係は一

次反応曲線に近似することができる．しかしながら，図
中に示したように，本実験では直線回帰と比較して２次
回帰の適合度が高く，1.5Ｌ区と2.25Ｌ区の間に認められ
た大きな差は，単に株当たり培地量の違いだけの影響と
は考えにくい．対照として用いたピートバッグの形態は，
プランターと大きく異なっており，太い１次根からなる
根群がバッグ底面に比較的多量に分布していた．ピート
バッグの場合にはプランターと比較して底面からの排水
速度が劣り，水分が保持されやすいことのほかに根域そ
のものの形状も影響しているのかもしれない．
　排液率10ｵ以上を確保して栽培した結果，８月３日時
点でのランナー発生本数，展開葉２枚以上を有する子苗
数に培地量による違いは認められなかった．ランナーの
全生体重と子苗数は培地量が少なくなるほど低下する傾
向にあったが，いずれもその差は小さく培地量との間に
有意な相関関係は認められなかった（表４）
　実験１と２の結果を合わせて相対収量として図３に示
した．培地量に対する反応は品種間に差が認められたが，
全体としては培地量と収量との間に有意な正の相関が認
められた．しかし，‘章姫’以外の品種ではピートバッグ
の2.25Ｌ区と他の３処理区の間に比較的大きな収量のギ
ャップが認められた．表１に示したように，‘女峰’では
３月までの収量にはバッグ区とその他の処理区間に大き
な差が認められなかった．草勢が強まり，相互遮蔽が大
きくなった４月以降の収量に顕著な差が認められ，‘とち
おとめ’と‘アスカルビー’についても同様の傾向がみ
とめられた．著者らが行った以前の実験1)において，栽
植密度の増加によって株間が狭くなると，顕著に平均果
実重が低下することが示されている．本実験においては
単位面積当たりの栽植密度には処理区間に差がなくなる
よう配置したが，円形のプランターを用いたためドリッ
パーを中心とした４株の株間はピートバッグ（株間20㎝
×条間15～18㎝）と比較して明らかに狭かった（1.5Ｌ
区1.0Ｌ区約15㎝×15㎝，0.6Ｌ区約12㎝×12㎝）．個体
としての専有面積には差がなかったが，株間の低下によ
って４株の中央部分は密植状態となって相互遮蔽の影響
が強く現れ，その結果個体としての光合成量が減少した
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Table 4 Runner development of ʻNyohoʼ strawberry as affected 
by medium volume.

Medium volume
(Ｌ/plant)

Total weight
(ℊ/mother plant)

No. of 
runners

No. of
daughter plantsZ

2.25 134 5.5 28.5
1.5 114 6.3 26.5
1.0 116 6.0 26.5
0.6 105 5.8 25.0

Significance (P)y 0.11 0.47 0.09
zDaughter plants having more than 2 expanded leaves (3 
August).
yProtection level of linear regression.

◆

◆

◆
◆

y = 4.1687x－0.1069 
R2 = 0.9358

y = 2.1853x2－2.1443x ＋ 3.5989
R2 = 0.9966
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Fig. 2 Relationship between medium volume and root growth 
(Experiment 1). Formula in the figure are linear and 
quadratic regression, and coefficient of determination.
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Fig. 3 Relationship between medium volume and relative fruit 
yield (100=2.25 L/plant, peat bag) in strawberry culti-
vars.



のかもしれない．しかし，収穫終了後のランナー発生に
は有意な差が認められず，上記の仮説とは矛盾する結果
となった（表４）．ランナー増殖期には子株の葉が全葉面
積に占める割合が大きく，個体あるいは群落としての受
光体制の差が小さくなったことが影響したと考えられる．
　一方，草勢が強くなる３月下旬以降に発生する果房は
果柄の伸張が著しく，「軸折れ」と呼ばれる果柄の折損を
起こしやすい．軸折れした果房は光合成産物の転流が抑
制されるため，果実肥大が劣り，品質も著しく低下する．
今回の実験では，軸折れ発生について調査していないが，
プランターの縁に接した部分での軸折れが一部の個体で
確認された（図４）．軸折れについては，収穫時のほか葉
欠きや整枝などの管理作業時の取り扱いが影響するた
め，小規模な実験で正確な情報を収集することが難しい．
しかし，軸折れについては多くの産地で問題とされてお
り，本実験の結果にも影響している可能性は否定できな
い．培地容器の形状は，根域の容量を通じた根の生理活
性ばかりでなく，軸折れ発生にも影響を及ぼすことから，
ピートバッグとプランターの形状の違いについては，今
後規模を拡大した上で軸折れに対する影響を含めて検討
することが必要であろう．
　本実験における日射比例給液制御方法の違いがイチゴ
の生育・収量に大きな影響を及ぼすことはなかった．最
も培地量が少ない0.6Ｌ区であっても株当たりの培地量
は約600 ﾊである．培地の最大保水量は250 ﾊ以上とな
り，冬期の１日当たり給液量の約３倍，５月の晴天日の
１日分の消費量の70ｵ程度の水分を保持する能力がある
ことになる．キクを用いた後藤ら2,3)の結果と同様に，こ
の程度以上の培地量であれば，イチゴに対する給液頻度
は強日射期においても１日４回で十分であると結論づけ
ることができる．培地コストを削減するため，より少な
い培地量での栽培体系構築を目指す場合には，給液頻度

が本実験より大きな影響を及ぼす可能性がある．しかし，
これ以上培地量を削減した場合，密植条件とならざるを
得ず，収量性はさらに悪化する可能性が高い．受光体制
を改善するため小型ポットに１株あるいは２株植えとす
る新たな栽培システムも構築が可能かもしれないが，必
要なドリッパー数の増加やそれに伴うポンプ，給液装置
の能力増強が必要となる．また，培地の保水量減少は停
電やドリッパーの詰まりなどのトラブルによる被害を拡
大する方向に作用するため，全体としての生産コスト削
減や経営の安定性向上につながる可能性が高いとはいえ
ない．ただし，今後栽培システムの改善を進める上にお
いては，さらに少ない培地量での実験を行い，限界とな
る根域容量を明らかにしておく必要があると考えられる．

摘　　　要

　イチゴの養液栽培における株当たりの培地量と給液制
御方法（給液頻度）の影響について‘女峰’,‘アスカル
ビー’，‘章姫’,‘とちおとめ’の４品種を用いて検討し
た．本実験で最小の培地量0.6Ｌ/株でも給液頻度が生
育・収量に影響することはなかった．培地量が少なくな
るほど総収量，平均果実重と収穫終了時の地下部乾物重
は減少する傾向にあったが，収穫果実数と収穫終了後の
ランナー発生，子株の成長には差が認められなかった．
収量と根の乾物重にはピートバッグ（2.25Ｌ/株）とボウ
ル型プランター（0.6-1.5Ｌ/株）の間に大きな差があっ
た．両者と培地量との間には有意な非線形（２次）の回
帰が認められ，根域や容器外縁の形状，排水性など培地
量以外の要因が収量と根の成長に影響している可能性が
高いと考えられた．
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the edge of a container (the solid arrow).
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